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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実施日 令和８年２月３日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

  育成すべき生徒の資質・能力
を明確にし、生徒の学習意欲の
向上につなげる教育活動の実施

  一人一人に寄り添った丁寧な
生徒指導の充実

①生徒の人間関係スキル育成の取組を行う。
②日々の生徒への声掛けや面談等を通し、一人一人
のの悩みや不安を受け止める。
③「いじめアンケート」の結果、及び多様な生徒間
の情報を担任、学年、管理職で共有し、家庭との連
携を充実させ、いじめの早期発見及び早期解決を実
行する。

A

生徒指導件数は減少してい
るが、事案内容の幼稚化が
懸念される。更に一人一人
の成長を促すきめ細やかな
生徒指導が大切である。教
科担任や学年の連携が更に
必要である。

  多様な生徒個々に応じた計画
的で丁寧な進路指導の推進

①キャリア教育を踏まえた各種ガイダンス、進路面
談を通して効果的な指導を実施する。
②企業説明会や入試説明会に積極的にも参加し、情
報を教員間で共有して生徒への指導に生かす。
③指定校を有効に活用するとともに、一般受験に対
する補習や模擬試験受験の推進を行う。
④大学進学希望者に質の高い授業や補習の実践と
いった、きめ細やかな学習指導を行う。

A

３年間をとおして計画的に
進路指導を進めることが肝
要である。「生徒個々の進
路結果に対する満足度は高
い」が、入学時から上位層
の生徒に対する学習指導・
進路意識の向上させること
が課題である。共通テスト
を利用した受験に挑戦した
り、上位大学を一般受験す
る生徒の増加が望まれる。

  部活動と学校行事の充実 ①生徒会や奉仕活動委員会が中心となり、生徒の成
功体験を増やし自己肯定感を高める学校行事を行
う。
②効率的な部活動運営を目指すとともに、安全な活
動と、生徒の人間形成を主目的とし計画的に技術力
やチーム力の向上を目指す。

A

部活動に対する本校生徒の
意識は大変高い、また部活
動をとおして人間性の向上
も見られるが、更に意識を
高めていきたい。

 特別支援・教育相談体制の推
進

①インクルーシブ教育推進のため、高校内分校と連
携を強化し学校行事等での合同行事を活性化する。
②生活や学習上の困難を抱える生徒に対する専門家
による巡回支援、職員研修会を実施する。
③SC、SSWの定期的な活用 A

分校との交流は進んでいる
が、教員間の交流を更に推
進し両校の生徒に還元させ
ていきたい。

  安心安全な学習環境の維持 ①徹底した清掃指導を引き続き行う。
②定期的な安全点検を実施するとともに、校内外の
環境整備に努める。
③防災訓練を充実させ、防災意識の育成を図る。 A

生徒の防災意識を高めるた
めの取組が推進出来てい
る。清掃活動等をとおし
て、生徒自ら学習環境を整
える意識を高めたい。

  教育活動や部活動に関する情
報発信の手段の工夫

①生徒や教職員の日頃の取組をホームページや
Instagramでリアルタイムでの発信を充実させる。
②メール配信システム「楽メ」及びGoogle
Classroomで保護者及び生徒へ積極的に情報を発信す
る。
②新聞や広報誌に本校の魅力や取組を広く発信す
る。
③地域の方との連携を深め、本校の教育活動に参画
してもらう。

A

今年度から生徒募集渉外部
を設置し、広報活動の改善
は大変進んだが、保護者へ
の情報発信については、更
なる工夫が必要である。

  学校説明会の実施方法や中学
生や保護者及び中学校教員への
情報提供と内容の改善・工夫

①生徒募集の工夫や、訪問先を厳選をする。
②学校説明会において部活動、授業体験や入試対策
講座を実施するとともに、本校生徒が中心となって
運営する場面を設定する。
③学校ＰＲ動画の作成やホームページ上のヴァー
チャル学校ツアーの活用を促進する。

B

全職員の生徒募集に対する
意識改革が必要な時期にき
ている。

  ＰＴＡ後援会・地域との協力
と新たな国際理解教育の充実

①PTA行事の精選と諸行事の復活・充実を共存させ、
より効果的で充実した内容とする。
②働き方改革の観点を踏まえ、より実践的で効果的
な国際理解教育を推進する。 A

コロナ禍で途切れてしまっ
た地域との連携やPTA活動
が徐々に改善してきたが更
に工夫が必要である。

・今年度は、特にInstagramなどのSNS等
での情報発信を拝見する回数が大変増え
たと感じる。毎回とても楽しみにしてい
る。情報発信についてはセキュリティー
という点では大変な面もあるが、白岡高
校の良い事について更に積極的に情報発
信していただきたい。それは必ず生徒募
集に影響すると思う。
・市内に一つの高校なので、地域の方々
は大変注目している。教職員はもちろ
ん、生徒も、地域から注目されているこ
とについて意識して過ごしていただきた
い。
・数年間のコロナ禍を経て、このところ
地元小・中学校と白岡高校との交流が以
前に比べて減っていると感じる。もっと
小学校や中学校に足を運んで交流できる
と白岡高校のイメージアップにつながる
と思う。

①学校評価「学校からの情報提供への満足
度」の肯定的評価８０％以上であったか。
①ホームページやGoogle Classroomの更新
数、「楽メ」による配信回数が増えたか。
②新聞、広報誌等への掲載回数が増えたか。
③ボランティア活動や特別講座などで地域の
方との連携が図れたか。

達
成
度重　点　目　標

１　基礎的・基本的学力の定着と学習意欲の醸成を少人数・習熟度別授業展開により、推進する。
２　規律ある生活態度を育成し、生徒一人一人の進路希望を実現する指導を推進する。
３　学校行事や部活動等を通して、豊かな心と健やかな身体を育成する。
４　学校・家庭・地域の連携を一層深める学校づくりを推進する。

①学校評価アンケートにおける項目「分かり
やすい授業を行い、熱心に指導している」
「生徒をよく理解し適切な指導をしている」
の肯定的評価８５％以上であるか。
②他教科の授業の観察回数を平均１人以上観
察したか。
③学習サポーターの関わった授業で欠点保有
者が減少したか。
④学校評価アンケートにおける項目「コン
ピュータ等を活用した授業に積極的である」
の肯定的評価８０％以上であったか。
⑤進路補習に参加する生徒が増加したか。
⑥各学期の成績優秀者各学年１０％以上。欠
点保有者各学年１０％以下であったか。

〇学校としては「広報活動」について大きく推進と思うが、「保護者への
情報提供」という点では課題がある。
①学校評価「学校からの情報提供への満足度」については１年６６％２年
５６％６８％が肯定的評価であり、情報提供について課題があるが、
Instagramでは４月から１月中旬において、投稿数が３００件以上、閲覧数
が９２万２千回以上であり大きく広報活動が活性化した。
②読売新聞に美術部の「白岡神社絵馬奉納」について記事が掲載された。
③レッツクリーン白岡、白岡のマラソン大会で陸上部（＋白岡市役所内定
者）が当日役員として活躍、地域の方との連携が図れたと市役所から評価
された。

①入学者選抜の出願数が増えたか。
①中学校等に対して、実施時期や方法の工夫
改善、及び中学校等のニーズに合った情報提
供であるか。
②学校説明会の参加者が増加したか。
③PR動画やヴァーチャル学校ツアーで、本校
の魅力を伝えることができているか。

〇少人数・習熟度別授業展開等により生徒の授業理解度は向上し、成績優
良者が増加している反面、欠点保有者は減少できていない。
①学校評価アンケート「分かりやすい授業を行い、熱心に指導している」
では、生徒の１年８５％２年９４％３年９６％、「生徒をよく理解し適切
な指導をしている」では、保護者の１年８８％２年９４％３年９０％が肯
定的評価であった。
②他教科の授業の観察回数を平均２．８回観察し、最高は８回観察した教
員もいた。
③学習サポーターは数学と小論文指導で活用した。数学では欠点保有者が
減少したとは言えない。しかし、小論文では、小論文試験による公簿推薦
での学習院大学等の難関大学合格者が増加した。
④学校評価アンケート「コンピュータ等を活用した授業に積極的である」
では、１、２年８８％３年７６％平均８４％が肯定的に受け止めている。
⑤進路補習に参加する生徒はほとんどいなかったが、小論文指導等に積極
的に取り組む生徒が増加し、進路結果につながった。
⑥2学期の状況として、１年２５％、２年２６％、３年２３％が成績優良
者。１年１７％、２年１０％、３年４％が欠点保有者であり学年が上がる
につれて欠点者は減少した。

A

〇部活動等の特別活動については大変充実している。
①アンケートにおける項目「学校生活には満足している」では１年８１％
２年８３％３年７８％が肯定的評価をしている。
②部活動を転部しても、その部で活躍するなど課外活動に関する意識は大
変高い。
③文化部では、美術部の彫刻が「県高校美術展」において２作品優秀賞を
受賞し、その中の１作品が次年度の全国大会へ推薦された。書道部が書の
甲子園で、全国２％に当たる上位の賞を受賞、運動部では、男子ソフトテ
ニス部、陸上競技部の棒高跳び、女子バレーボール部がビーチバレーの大
会で、それぞれ関東大会へ出場するなど素晴らしい成果を発揮した。
〇分校との交流は年々活性化している。
➀「県民の集い」にて、文化祭での吹奏楽部と分校生徒の合同演奏を中心
に本校と分校の生徒の合同の発表をした。
②③チェックシートを活用してアセスメントは特に実施できなかったが、
定期的なカウンセリングを必要な生徒に実施できた。

生徒の学習への取組につい
ては、成績が示すとおり二
極化が進んでいる。成績優
良者の増加の割に欠点保有
者の減少が見られない。成
績評価に対する新たな方策
が必要である。今年度から
新たに取り組んだ教員間の
授業相互観察は、多くの教
員が積極的に他の教員の授
業を観察し、お互いにアド
バイスした。しかし中には
ほとんど観察をしなかった
教員もいた。「相互観察」
を本校職員の文化とした
い。

　　出席者　学校関係者　  　　 ６名
　　　　　　生徒　　　　　　   ３名
　　　　　　事務局(教職員)     ９名

・学力向上について大切なことは、勉強
が苦手な生徒に対して、意欲を高める授
業や、やる気を起こさせる授業を行うこ
とが必要である。習熟度別授業では、そ
のメリットを生かし一人一人の生徒の状
況に合わせた授業を実施し更に丁寧に一
人一人の生徒に対応していただきたい。
・せっかく購入させたタブレット端末を
有効活用することは大切だが、画面が前
からは見えないため、授業に関係ないこ
とをしていないか、教員がこまめに机間
巡視することが大切だと思う。
・個別の対応が素晴らしいと思う。少人
数指導や習熟度指導を生かして、更に丁
寧なご指導をしていただきたい。

・数年前に比べて学校全体が落ち着いて
きていると感じる。近隣住民から見る
と、ひどい服装や態度の生徒はいなく
なったように思える。反面少しおとなし
く、町中でも挨拶してくれるようになる
と、地域からの学校の印象はもっと良く
なるのではないかと感じる。
・これからはAIについても指導も必要で
はないかと感じる。詐欺にあっている人
も多いので、卒業後を考えると教科指導
だけでなく、ICTについての指導も時代
に合わせて必要ではないか。
・３年間を見通して、計画的に進路指導
されていることは素晴らしい、生徒側か
らしてもたくさんの気づきをもたらして
くれるのでありがたいと感じる。
・進路結果については、就職・進学共に
良い傾向である。これは生徒一人一人の
ニーズに沿った指導の結果である。
・部活動の結果については、小規模校と
は思えないほど大変素晴らしい、多くの
生徒が部活動に励んでいることは、白岡
高校の良さの一つだと思うので、このま
ま盛んであってほしい。
・白岡八幡神社への大絵馬奉納について
の新聞報道記事を拝見した。大変身近に
感じた記事で誇らしく思った。今後でき
れば地元の中学校の文化部と交流できる
と良いと思う。
・分校との交流が進んでいることは喜ば
しい事である。インクルーシブ教育は、
今後の社会において大変重要だと感じま
す。
・防災教育については、起震車体験や降
下訓練などコロナ禍で休止となっていた
ことが復活出来て大変良かったと感じ
る。災害は忘れたころにやってくるので
益々しっかりと行ってほしい。
・地域の防災訓練にも参加してほしい。
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①少人数・習熟度別授業展開により、各生徒の理解
度に対応した取組を実践し、一層の学力向上を図
る。
②全教員対象で教科横断した相互の授業公開や研究
週間を行いICT機器の活用を踏まえた授業改善を行
う。
③学習サポーターを効果的に活用し、基礎学力や学
習意欲等に課題がある生徒への学習支援を行う。
④ICT機器を活用した個別学習、協働学習を積極的に
取り入れる。
⑤進路指導部が主体となり、積極的に参加しやすい
状況に配慮しつつ、進路希望や学習段階に沿った進
路補習を実施する。
⑥指名制の補習や学習会を効果的に実施する。

【現状】
  生徒間の学力差が大きく、授業につい
ては、わかりやすい授業に偏りすぎると
上位層への学力向上に対する取組が不十
分な点がある。また、タブレットの授業
内での活用については各教員のスキルに
大きな差がある。

【課題】
  中位層以上に対しての学力向上に対す
る取組を強化していく必要がある。ま
た、全生徒に対する自己肯定感を高め、
学習意欲の向上を目指した授業改善を推
進する必要がある。また、１人１台タブ
レット端末の授業での効果的な活用につ
いて研究及び実践が不可欠である。

【現状】
  丁寧な生徒指導により、明るく元気な
挨拶ができる生徒がいるが、一定数の生
徒指導件数がある。コロナ禍を小学校か
ら中学校へ成長時期に経験したことによ
り人間関係の構築が苦手な生徒が多い。
進路希望については進学・就職共に100
パーセント希望をかなえているが、安定
志向により中位層以上の大学を希望する
生徒が少ない。
【課題】
  進路変更を希望する在校生に、適切で
丁寧な指導が必要。また、一生涯を意識
させた進路指導、及び上級学校入学後も
耐えうる基礎学力を身に付けさせていく
必要がある。また、上位層の生徒に対し
ては、中堅以上の大学への一般受験に対
する意識の向上を促す取組が大切であ
る。
【現状】
  部活動に対する生徒・保護者の満足度
は大変高い。また、県大会をはじめ、関
東大会や全国大会へ進出している部活動
が複数ある。一方でアンケートによると
学校生活に対する満足度は比較的低い。

【課題】
  部活動に関しては、高加入率を維持
し、更に上位の結果を目指すとともに、
教員の働き方改革を踏まえた、部活動改
革を推進し活動の効率化を目指す。また
学校行事については、生徒の成功体験を
通して自己肯定感を高めることを大切に
する必要がある。

【現状】
  学校説明会の内容を変更するなど生徒
募集方法を改善し、入学者選抜では２年
連続で、募集定員を確保できた。地域と
の交流については、コロナ禍前の状況に
は依然戻っていない。

【課題】
  学校ホームページの更新をさらに推進
するとともに、昨年度滞ていた
Instagramの活用を推進する。また、保
護者向けのメール配信、白岡市広報誌掲
載なども積極的に行っていく。市内小・
中学校での連携を徐々に復活する方向性
で進め、内容の精選を踏まえるととも
に、PTA行事についても各種活動を充実
させる必要がある。

〇全県で中学３年の生徒数の減少と共に公立への希望者が減少する中で生
徒募集については健闘している。
➀中学３年生対象の第一希望とする生徒数、85％で昨年度より４％減少し
ている。（12/15時点）
②学校説明会の内容については、多くの生徒を活躍させるなど大変改善す
ることができた。参加者数も微増だか改善している。
➂動画やヴァーチャル学校ツアー等を利用する情報発信までには至ってい
ない。

①実施した行事のアンケートで満足度が高
かったか。
②働き方改革を踏まえ、国際交流事業の代替
として国際理解教育事業を実施できたか。

〇次年度の創立５０周年記念事業を見据えて更に「PTA後援会や地域との交
流」について推進したい。
①「PTA進路見学バスツアー」は参加者は少なかったが参加した方の満足度
は高かった。今後は参加者を増やす工夫が必要である。
②国際交流事業の代替として、希望する生徒にTGG(体験型英語学習)を実施
できた。

①アンケートにおける項目「学校生活には満
足している」で肯定的評価８０％以上であっ
たか。
②部活動加入率が良好か。
③県、関東、全国大会等の結果やコンクール
結果、各種作品展への出品数等が増加した
か。①分校との交流事業が充実し、教員間での特
別支援教育への理解が深まったか。
②チェックシートを活用したアセスメントの
実施、及び支援が必要な生徒の対応ができた
か。
③定期的な活用により、支援が充実したか。

①校内美化の徹底ができたか。
②安全点検で把握された不具合箇所について
の迅速な対応を行い、学習環境を維持できた
か。
③防災訓練の内容が改善されたか。

〇生徒への防災意識の向上に努めた。
①毎日の清掃は丁寧に実施している。
②保健施設防災部と事務室の施設担当の尽力により、安全点検で
把握された不具合箇所については迅速な対応ができた。
③防災訓練では数年ぶりに降下訓練や、起震車体験を行い、生徒
の防災意識を高められた。

①②学校評価アンケートにおける項目「生徒
をよく理解し、生徒の心身の悩みや相談に対
して、適切に対応している」の肯定的評価８
０％以上であるか。
②③いじめの早期発見・解消、生徒指導件数
が減少したか。

〇生徒指導件数は大幅に減少できた、丁寧な指導がされている。
①②学校評価アンケートにおける項目「生徒をよく理解し、適切に対応し
ている」では、生徒１年８４％２年８４％３年８６％が肯定的評価８０％
以上であった。
②③いじめの早期発見に努めるため、年3回のアンケート調査を実施、認知
は１件あったが重大事態にならず早期に解消が図れた。また、生徒指導件
数は前年度１８件に対し９件と大幅に減少した。

①②学校評価アンケートにおける項目「進路
結果についての満足度」で肯定的評価９０％
以上、及び「将来の希望（夢）を実現するた
めに努力している」で肯定的評価８０％以上
であったか。
③進学希望者決定率１００％であったか。
④大学入学共通テストの受験者数と一般受験
者数及び合格者数が増加したか。

〇生徒保護者ともに進路結果に対する満足度は高いが上位層への
進路の取組が課題である。
①②学校評価アンケートにおける項目「進路結果についての満足
度」では３年生生徒の９６％、３年生保護者の９８％が肯定的評
価であり大幅に満足度が増加した。また１、２年生の「将来の希
望（夢）を実現するために努力している」では１年８４％２年８
１％が肯定的評価であり努力している生徒が増加した。
③進学希望者決定率１００％。
④大学入学共通テストの受験はいなかった。しかし、総合型選抜
と公募推薦型の受験者数は増加した。(昨年３名→６名）

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

令 和 ７ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 白 岡 高 等 学 校 ）

目指す学校像 生徒一人一人に寄り添い、社会に貢献する人材の育成により生徒の未来を応援する学校

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（  ２月 １日 現在 ）

変化の兆し(４割以上)

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学
校評価　懇話会を開催し、学校自己評価を
踏まえて評価を受けた日とする。

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価


